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メンバー

•佐々木： 新CPU 設計 各種ボードのバージョンアップ

•秋山: 現稼働システムの設計

•木村: 今後の運用担当

•中川: 企画、立案、運用担当

• J-PARC制御グループ： 各種インフラ担当

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



現状
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J-PARC MPS 装置 配置

MR Fail

Beam Stop

Subｒack for MR MPS

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



J-PARC MPS 装置 MR部 詳細配置

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



管理と利用

•基本情報：RDB
• MｙSQL

•運用環境：EPICS

•入力信号：
• 機器故障

• ビーム損失

•出力信号:(ｘ2)
• All-Stop

• MR-Inhibit

• SX-Abort

• (FX-)Abort

RDB

機器情報

EPICS
運転情報
st.cmd
*.adl

電源
ビーム損失

EPICS

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



MR-MPS モジュール
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管理、表示プログラム群
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管理、表示プログラム群
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管理、表示プログラム群
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管理、表示プログラム群
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改訂版CPU
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比較１

現行CPU 新CPU

SUZAKU

ID SW
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比較２
現行MR-MPS-CPU 新MR-MPS-CPU

FPGA メーカー Xilinx Altera 

FPGA素子 Virtex-4 FX （XC4VF12-SF363） Cyclone V （5CSXFC6D6F31C8N）

FPGA 記述言語 VHDL 旧部分：VHDL
追加部分：Verilog

開発環境（LINUX) ATDE (Atmark Techno Development 
Environment)
gcc-4.1-powerpc-linux-gnu

Ubuntu12.04
Poky（Yocto Project）
arm-poky-linux-gnueabi-gcc

論理素子数の余裕 小 大

ロジック素子数（？） 12k ロジックセル 110k Logic Element

焼き直し 新しくプログラムを書くことも無かっ
たことや、修正する部分もほとんど
無かったため楽。
Linux OSのビルド方法やカスタマイ
ズ方法の環境が変わり、大変。

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



仕様
FPGAMaker ALTERA

Product Cyclone V

5CSXFC6D6F31C8N

CPU ARMv7 Processor

Brought up 2 CPUs

Memory 1 GB

OS Linux version 3.10.31-ltsi-05131-g55fdf0e 

(Yocto Project)

Interface Ethernet 10/100/1000
USB mini-B
MR-MPS コネクタ
J-TAG

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



新ボードの構成

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



開発に関して

•開発第１版は学習用
• 作って何が起こるかを知るためのもの

• 結果:

• 動作不安定

• 配線ミス

•従来と同じ程度の注意で発注

•確認も設計者任せ

•開発第２版：実用化確認版
• 機能確認

• 従来機材との適合性検査

• 長期安定性試験

• 今後の拡張の準備

•開発第１版の問題点の確認と
発注の仕方に注意をはらう。

•何度も確認する

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



基盤図

• 例：L3の図

• 何をしたか

• 配線を追っかけ、線
の長さ確認（の練習）

• 異常配線がないか確
認(の練習）

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



試験の様子

• 第３電源棟 ２号機
<通称 ｍｒD32>

• ID:  18

• CPUボード名称
MR-MPS-CPU-FPGA
（開発第２バージョン）

• 「Reset」は入出力用

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



開発結果

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp

機能確認（プログラム開発など） 実用上問題なし

実機組み合わせ試験 異常なし

長期安定性試験 実施中



問題と業界情報把握

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



自作ボードのMAC-Address

•自主開発でMAC-addressはどうしているか？
①個別にIEEEに申請

②自分で使っていい領域を適宜使用

③研究所（事業所）内で総合的に管理（事業所でIEEE申請）

④研究所（事業所）内で総合的に管理（事業所でIEEEせず）

⑤MAC-addressの付いたイーサネット用素子を使う

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



新規の機材が必要になった時

• MPS装置の様なものが必要になった時
①自主開発

②既製品の購入

③海外で発表されたもののコピー製造

④国内で発表されたもののコピー製造

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



J-PARCのMRのMPS装置を利用する可能性

• KEK（J-PARC）のMPS装置を皆さん使いませんか？
①安ければ使う

②稼働状況を見て考える

③もっといいのを開発する

④回路図もらって作る ＜＜ 動かないです !!!

KEK（つくば）で、使用したり評価試験をするグループもあるので、よその研究所ではどうか？
＊ 特に売り出そうという意図ではないです。

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



最後に
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知識をため使う

•作業はMRMPS-CPU-FPGAの製造

•内容：CPU-FPGA-IO

•転用：CPU-FPGA-AD/DA

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp

→ たとえば ビーム用DCCT信号処理
２４ビットなら十分な解像度をリニアで
連続波形をとって、EPICS処理も容易

知識をためそれを各方面で使う。単に買うより望ましい。



まとめ

• J-PARC MPS（MR)は建設当時から順調に稼働

• システムの拡張のためにはICの供給問題などで改版が必要

• CPUボードをALTERA社のCyclone Vを使って試作（5CSXFC6D6F31C8N）

•東海での従来機材との組み合わせ試験完了：問題なし

•MAC-addressをどうするか？

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp



お願い

•加速器学会で一ブロック確保して、メンバーに１６個単位で配布
① YES

② NO

連絡先： hidetoshi.nakagawa@kek.jp


